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食草性昆蹴 に 於 け る 單食性 と多食性
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　　 緒 　 　 　 　言

　　 食草性昆 蟲 に は唯 1 種 或は 1 屬 の 植物を食す る單 食性 の 種 類 と ．雜 多な植

物 を食す る多食性の 種類 と が あ り．又此 の 附食性の 中1罰に は ．あ らゆ る階級 の 食

型の 存 す る こ とは ， よ く知 られ て 居 る。

　　 此等の 食性の 中，何れが 原始的で 何 匙が 聞吉北 した 食型で あ る か ，或は此等 の

食型 の 進化 に 關 し て は．極 た なる昆蟲群 に 就 い て 研 究が あ り，又 R 環 TER （1913 ），

W △ RDLE （1923 ，
1929）．　HE 　p．τNL

・
a （1926）．　WEBER （1930）等の 概設が あ る。

　　本文 に 於 て は ， 此 問題 に 關す る從來 の 論 の 紹介を試み
， 同時 に筆者の 考 を記

述 した い と思 ふ 。 　　　　　　 　 ，

　　　　　　　　　 多食性 が原始的か ，單食性が原始的か

　　 多食性 polyphagy は ，

一般 に 單食性 mDllop11 “gy よりも系統的 1で 古 い もの

で あ b
， 單食性は特化 した食型で あ る と考 へ られ て 居 る　［）tOltDVILJCO（1909，

1．　q．　24、），
RlrureER（1913），　B 【tLTEs （192〔じ．1923），　 MEL1．（1922）．1｛まu ｛NY 　（1926 ），

、耳 ERI 杢τG 　（1926）｝。　．

　　 食草性 直翅類及び 自蟻の 如 き原始 に 近 い 昆蟲 の 殆ど全部が 多食性 で あ る こ

と、鱗翅類，甲錨類，膜翅類，牛翅類 の 如 馴 剖 匕せ る昆蟲に 多數 の 單食性 の種類
鹽

を見 る こ．と に よつ て も，多食性は ，本來 單食性 よ りも原始的の 食型 で あ る と考 へ

られ る。

　　MELL （1922 ）は ，
ス ズ メ ガ Sph 血 gidaeを研究し て 、多食性の 亞科 を一般 に

原始的 と し，
1（nLTslly （1922、

1923）に よ れ ば フ シ バ チ Cynipidaeの 原始的の 屬

は 丑 0％ ，
Rubtes

，
　Qtee・reus 等 の 植物に 生 浩する が

， 特化せ る屬は J 唯 Qicare　ws に

の み見 られ る。
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　　 HEMNq （1926）は，原始的鱗翅類は多食性 で ある どし，昆掻 の 或群 に ，多食

性 と單食性 と の 種類の 存在 する場合 ， 多食性の 種類 を系統的 に古 い もの で あ る

と考 へ た。

　　食草 性 phy も叩 hagy は昆蟲 の 踵 々 なる群に 獨立 し で ，他 の 食 1生よ り起原 し

た ［高僑良一
（1938兀 他 の 食性 よ り、食草性 へ 移行 を示 す昆蟲の 多數は雑多 な

植物 を食 し， 食草性 の 始 りは 多食性で あ る こ とを示 して 居 る。例 へ ば ，食 腐性 よ

り食草性 へ の 移行 を示 す蠅の 1種 醜曜 … y… 齲 ’・・L ・EW   rosophilidae ）は ，

十字花 Dl．； ヒ ＝ ノt・n’bao’fr．fllaccrte の如 き雜多 な植物を食 し ［Frost （1924）］， 明 ら

か に 多食性で あ る。

　　上記の 如 く， 多 食性は一般 に 單食性 よ りも古 い 原始的食型 で あ る と考 へ ら

れ るが ．後匙す る如 く，多食性は第 2次的 に 單食性 よ りも起原 し得 る
。 從 つ て

，　 、

或群 の 昆蟲 に 多食性 と軍食性 との 種類 の 存在する場合に ， 多食性の 種類は原始

的 とは限 らない ．例 へ ば，蜥蟲に於 て
， 原始的な 1腕 焔 ，嘱 L ・ngi ・tigm・ de

’
Pt・i・t・

ambffO ’dtS　T．NKAH ．等 は そ の 食草が甚 だ限定 され て 居 る が ， 特化せ る．Amgehorophoo
’
ca

blyet・，s 等 に 多 食性の 種類が 見 られ る。故 に先 に 引用 した Herin9 の 読は 常に 正

しい と は考 へ られ ない 。

　　叉
・
カ タ ビ ロ コ バ チ Eury もomidae の 或種 は，食肉性 よ り食t 性へ の 移 行を示

す もの と さ れ て 居 る
N

［（；＋AI−iA） （1922 ）、　PJ・llLLTpS （1927）｝が
， そ の 食草は甚だ限

定 され て 居 る 。 皀卩ち ， 此 昆蟲が食肉性 よ り食草
1

匪へ 移行 しつ S あ る とす る論 を 正

しい とすれば ，食草性は，單盆颱と して も起原 し得 る こ と を示 す もの で ある。

　　　　　　　　　　　 單食性よ り多貪性ぺ の 移行
・

　　或食草性昆蟲が ， 自然界に於 て ，急 に本來 の 食草 と異 る他の 植物 を食ひ，
』
食

草 め數 を増加 して ， 單食性が 多食性 と なつ た例 は 多數記 録せ られ 叉實験的に も

瞿見察さ才した。

　　REvTER （1910）は メ ク ラ カ メ ム シ
’
G卿 s畝 露 が 大發生 を した時他 の 植物

，
re

移 るの を觀察 し此 の 如 き場合に 單食性 の 種類が ， 新 し い 食草 を食オ、智性 を獲得

し て
， 多食性を起原す る と考 へ た。筆者 （1937）も介殼蟲及び 蛞蟲に 同樣 の 事 を

記録 し海e 　　　　　
’

一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司
“ 此 等 の 蜂は ， 食肉性 よ り食 草牲 へ の 移行 を 示 す も の で は な く、そ の 反 劃

’
で あ る と す る 詭

　 が あ る （高橋良一 1938 參lllO。　　　　 ．　　　　 ．．．＼ ．
’
　　　　　　 ．

．
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・
卷 第 四 號

　　　隣塑瀬の 各種 は ， 或限定 さ れ た髄物上 に趙 原 し，此 單食性 の種が ， 弛 の 植物
’

　 を食ふ 習性 を獲得 して 多 食 性 と なつ た と云 ふ 考 は ， 多 数 の 人 々 に 説 か れ た

　 KHE 匿 x ‘… （v9！G）臣こ よる）1．

　　　 “［ST，T、（1922 ）は ス ズ メ ガ の 或腫が ，本來の 食輩 と異る他 の 梢物を食 した 例

　 を報告 し、Ckt．uar ［E ，tl） （1923） は カ Y
’

の 1種 Qteercus　 CiUJft，を食する カ ミ キ リ

　 C・7ees　iig？’i？t「e が ・peTsl，ssfl に産卵せ る を観察 した。 ク リ ノ オ ホ ア プ ラ ム シ Lttelbistt．s

　 t）’opiere−tis　x’tlll 轟er　Goo’r は ，
ク リ．カ シ 等の 穀斗科 に寄生 す るが

， 筆者は そ の 1

　 匹 の 有翅形 が ，
シ ラ カ バ に 子 を産 し．そ の 子 が域長 す るの を観察 し （本 州），又

　 ア ザ ミ ，ゴ ボ ウ等に 生 活す る ゴ ボ ウ ヒ ゲ ナ ガ ア プ ラ ム シ 漁 幽
’
吻 ，1レ電柵 　aobOisi．s

　 野L 鵬 ．が ，
シ ン キ ク に寄生 するの を見た （蜑灣 ）。薹灣在來 の ゴ ナ カ ビ ガ ラ ム シ

　 の 1 種 丁｝
・ieny7ibus　t（eitvnt“tus

「r．xK ．ur ．は．禾本零ト椛物 に寄生 す る種類で ある が ，

　 最近 パ イ ナ ツ プ ル （車兪入植物）に 加害 す る に 至 つ た （墓灣．高雄 州）。

　　　 上 記の 如 き例 は，此 他 S】crrz （1＄9染）、　REVI・EV， （1913 ），
　FuNKHeusER （1917 ），

　 BRUES （192十）：FRIEDER 匸CHS （1930），鉢【M 呂 （1929，1931） 等 の著述の 中に 記鎌

　 或は綜合 され て 居 る。

　　　　コ ナ ジ ラ ミ の 1 種 r’馳 1θ脚 疋蝕 vcc17e7
’ariol・t．L”z に於 て は．成蟲は ， そ の 幼蟲

｝

　　よ r）．も一屠 多食性 で あつ て ，幼蟲 の 生 育 しな い 植物に も寄生 し （XS「EBE 　II　1930 ），

　 同樣 の事實は，多數の キ ジ ラ ミ 恥 蔵 d齠 に も知 られ て 居 る。ア ブ ラ ム シ の ／種

　 i｝lySOCt41・is　eelleowcee 黙 1鞭 L ぽ 幼蟲時代は 1佳ケ ヤ キ に寄生 す るが 、域蟲は 豆 に

　　も見 られ る （本ナ11）a 此等は 幼蟲時代 の 食草が ， そ の 本來の 食草 で あ IJ
， 成蟲は

　 邇動 力が大 き く， 他の 植物に容易 に 移 り得 る た め，新 し く食草 を増加 した もの と

　 考 へ られ る。

　　　 婿蟲 に 見 られ る異 る植物闇 の 移住 heteroeeyの 大部分は，單食性よ り起原 し

　　た と考 へ られ る諮 本來の 寄主植 物は ， 唯 1種で あ り，律つ て 本來單食 陸の 腫類

　　が ，雜多な中間寄圭 intermediate　 hOst に移 佳 し， 多食性 を示 すに至 つ た灘類が

　　知 られ る。又 此 の如 き種類が 雜多な中聞寄主 に の み 生活 し 1 本來の 寄主 prim 佇uy

　　｝10st に 歸 らない 場合が知 られ る。此 れ は單食性 よ り多食性 へ 全 く變化 した もの

　 ．と云 ひ得 る。

　　　　上 記 の 事實は，單食性 の 多數の 昆 蟲に は ， 多 食性 とな らん とす る明 らか な

　　 器

或少數 の 妍蟲 に 於 て は ， 移佳 は 多 食性 よ り起 原 した と考 へ られ る （MoRnViLKo
’192A）

o

姦 ，
望
塾’
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る傾 向の 存在す る こ と ， 及び 多食1墾は第 2次的 に單食性 よ り起原 し得 る こ とを

示 して 居 る 。

多食性の 單貪
’
陛へ の 移行及 び 食型 の 椎 化

　　或 多食性tEmaに 於 て は．そ の種 の 各個體は，異 る食草 の 間 を自鰰 ζ移 り食ふ

こ とが 出來 る。

　　然 る に
， 或多食性昆蟲に於 て は，食性 を異に す る生態族 bielos，icaL　 r：tee カ｛

存 し，そ の 生態族は或限られた植物の み を食 し， 明 らか な單食性 を示 す こ と が

ある a 此 の如 く，多食性 の 稚類の 中に 單食性の 生態竢 の 存す る事實は ．ア ザ ミ ウ

マ 及 び牛翅類以上 の 特化せ る昆蟲に 多數 報告せ られ て 居 る。例 へ ば、諸クト國に

て 多食性 なるネギ ア ザ ミ ウ マ 1’h・）・・i2）s　tcr，bcee・i　L ・）・1）．は，臺灣 に 於 て は 一 1鮴 ギ を

食 す る單食性 の 族 m 。1・DP ］utLg
’
ous ・聯 に よ つ て 代lk　3　At［高橋良一 （193朔 諸

地 方に於て 甚だ 多食性な ク ・ ト ン ア ザ ミ ウ マ Heliothonj，s　hcte？rae｝
’・
｝
・hoictf．cti．s　BOUc：i　FIS

は ．Pnlestiueに て は唯柑橘．に 生活す る ［］3DDEN　msl ，1［E 　P．（／935）1。北 ア メ リ カ に

於 て は ア ハ ノ メ イ ガ PSti’t／e−tas，tcc　mcbilcWi −v　HijBN ．に は ，單盆性 と多食性 の 2 系が

あ り 〔PAエNEIrER （1936）1・ゾ ウ ム シ の 1 種 C‘
et，．thor｝

−hyncleusユ，‘θ鰤 嬲 吻 ，7祕 M ム 1｛sτ｛

は 、英國に て は ， 唯 SiUl：lpiS を食す る單食性 の 生態族 と，　 BVtLssicEL等 を食す る

多食性 の 生態族と に 分離 さ れ て 居 る ［1
−
b ，1，LC （1923）］． 叉 元 よ り少食1性 01igobb ル

gous の 昆 蟲 に 於 て も 單食性 の 生 態族 の 存在す る t と．が 知 られて 居 る （Hm 翻 α

1926 ，等）。

　　此等 の 事實は，多數の 多食性昆 蟲 が 7單食性 の 生 態族 に 分離せ ん とす る 明 ら

か な る傾 向を有す る こ と を示 す もの で あ る 。

　　單食性 の 生 態族 の 形成は，HOpki1 遜 host　 solection 　 principleに 因 る こ と
丁

及び 各生態族は ．食性或はそ の 他 の 生 態的差異に よ ｝），或は 地理 的に ジ 互 に 隔離

さ れ て 居 る こ とは周 く認 め られ る處 で あ る。

　　食草の 變更或は生態族 は ， 種 の 進化 に 重要なる意義 を持 ち ， 種 の 起原 の 一

因で ある とする論は ， 古 くよ IJ多數の Ak に 支 持 され て 居 る 。 ［SE［T．Z （1母9の ，

丁耳ORPE （1931）］，　H ・・KERT1tsTeTER （191の は ．
’
・ ・ム シ H ・lti・inae の 食性 を研究

し ，．近似 の種は食草 を異に す る こ と を認 め ； 此等 の 種類 は 食草 の 差異 に よ つ て

隔離 され た もめ と し た ．
M ・・DV ・L

’
K・   鋤 は 廟蟲 は進化 の 途上地球上 に新 し

N 工工
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く現はれ た楢物に 寄生 して 食草の 數を塘加 し．先づ 多食性 とな ！）．次い で 異 る梱

物上 に異 る種 を形 戯す る に 至 つ た と考 へ た e

　　 生態族は．既 に 記迹 した如 く互に 隔離 され て 居 る 。 隔離 に拌ふ 突然變異は ，

食 礁性昆蟲 の種 の 形 岐 に甚だ埀要 なる 意義 を有す る 〜二とは，KIK3 職 （1929 ）の

7 シ バ チ C魎加 を材料 とす る詳 細 な る研 究 に よ つ て も」三1山 程 る處で ある。

　　 從 つ て ，單食 性 の 生態族 が ， 隔離 と突然變異 とに 因 り，経 に 單食性の 種 を形

成 する と考 へ 得 る評 帥 ち．多食窪の種 よ り單 食跳の種 を分離形威す る と考 へ な

けれ ば な らな い 。

　　介灘 の 1種 ノto・｝bitZ・ieltre　r酢ε幽 頭 ’ ｝．［jNSIs ：．は甚だ多食性で あ る が ，此種 に極

め て 近似 して ，此種 よ り分離 した と思はれ る AOtvicCi611ce　 citr・i？Lα CICLJ．，及び tt．．

tc　xus 　LEOK は ， 食草が甚だ阪 ら＃し て 居 る こ とは そ の 1 例 で あ ら．う。

　　先 に 記 辿 した通 り
， 單食性 の 種 類は 食東 を増力1し て 多食性 と な らん と す る

明か な る傾 向を有す る 。 從つ て ，食草性昆蟲 一一
ア ザ ミ ウ マ 及 び牛翅類以上

一
の
←

少 くと も 1 部 は．そ の 進化 の 途上 ．多食性→ 單食性→ 多食性 と循環 した もの

と考 へ なけれ ばな らない 。

　　食草 を異ecす る 生 態族 を種の 起原の 1 因とす る設 に 反 封 し． 或は此詮 を疑

ふ 人 k
『
もあ る LMELL（19E　2），

『
MRYRIOK （1927）｝。

　　そ の 反對読 の 論據 は，同一
地 方 の 同一植 物 に ．極 め て 近似 せ る 2 種 の 昆蟲が

生 活す る と とが あ り， 此 事實 は齔i誕に t は読咀 し得な い と云 ふ に 在 る。

　　 然 し， 果 して 同一地 方の 同一梢物 に 極 め て 近似の 2 種 の 昆蟲が 實際に 蓙する

や否や は疑 は し く， 筆者は蝪蟲 J 介殻蟲，粉虱，プ ザ ミ
’
ウ マ 等 に於 て

、 庇 の如 き例

を知 らな い
。 甚だ 近 似 の 2種 は 必 す食草 を異 に し，或は 地 理 的 に隔離 され て 居 る 6

　　若 し， 同一地方の 同一植物に 躙 習性 を同 じくす る甚だ近 似の 2種の 昆蟲が

あ りと すれば，そ の 中 の 1 種は他 の 植物上 ，或 は他 の 土地 に て 起原 し，そ の 後そ

の 植物或はそ の 土地 に 生活す るに至 つ た もの と考 へ られ る1

　　單食性の種は 食草 を増加 して 多食性 とな り，多食性め種 よ り單食性の異る

種 を分離 す る とすれ ぱ ， 單食性は食性と して 多食性よ りも若齢で あ リド叉 原則 と ．

して
， 單食1生の 種 は種 と して 若 く，多食性の 種 は種 と して 老 齢に逹 しk もの と

襌 食 性ゐ生 態族が ， 食 草 を獅 四して 再 び 多 食 性 と な る 揚含 も考へ得 る
。 然 し ， 此 噌 口き

察隻 は ， 自然 界 に 於 て ，未 だ 明 らか に き れ て 居な い と息 ふ o
．

‘　　．．r　　
．
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云は撫 彊 しば ならない 。

　　然 るに ，

厂生 きた化石 」 と考 へ られ る古い昆錨 に して
， 食草 の 限定悲ら匙る

鍾類の見 られ る こ とが あ る 。 例 へ ば
， 蛎蟲 Jf敵 伽 雄 吻 ， （針戛髦陶 Picea

，
　 Abics

に 寄生 す），
五・噸 喚 ノ瀞 吻灘   融 1鵬 TAK 川 ．（フ ウ ノ キ Liquiclarnbar　va寄生

す ）は共 に過去 の 遺物 と考へ られ る古 い 種類で あるが ，そ の 食草 は限定せ られ ，

多食性で は な い 。

　　此等 の 昆蟲は，永 く食草 を變更 ．或 は塘加す る こ とな く、昔 よ・り此等 の 古 い

植物
悼

に 生 活 し ， 進化 を停止 或は邉 延 した もの と考 へ られ る 。 從つ て ，此等 の 昆

蟲 は、
・
形態的 に は 古い が ， そ の 食性は徇若 い 時代 に倅 ρ て居 る もの と思 はれ る。

即ち ， ．食 1生の 不變或は單食性の 保持は ， そ の 種 の 進化 を遲延 或は
・
陰臨せ しめ，原

始的形態の 保存に役立 つ た例 と考 へ られ る。

　　　　　　　　貪草性昆蟲の 分布地域の 大 さと食草の 數　　　　　　　　
tt

　　或昆 錨 の 食草 の種類 の 増加は，そ の 種 の 分散 を
一層・容易な ら しめ る こ と は

鹽

撒 い
・

M 肌 （1922） は餌 の 變殫 分驅 壁 姆 （す る もの 融 し ，
ス ズ メ

ガ の 廣 く分布す る或種が ，各地 にて 異 る植物を食す る例 を記 した．BODEtsr　1−IETI　・tE，　 R

騨 ）断 灘 の 分布礁 嘩 力・と共に ・ そ の 餌 の 醺 磁 囎 力II端
こ E．

’

を示 し，
FHIE］）El．tエG 鵬 （1930 ） は コ 』

「
ラ ドハ ム シ Lept・i．notcs・rsa は ， そ の 本來 の 食

草で ある野生 の ナ ス 科 よ り馬鈴薯 へ の 移行に よつ て
， そ の 分布區 域 を大 な らし

め た と考 へ た。

　　蘯灣特有 の 介殻蟲，蛎蟲 ， 粉虱，ア ザ ミ ウ ァ 等は一般 に分布狹 くして
， 本 島

の 或地 域に の み發見 せ られそ の 食草 は
一般 に 限定 され て 居 るが ，分布の 廣 く， 多

食性の種 の大郁 分は ，本島固有で は なV・。例 へ ば ，ii蕎灣特有 の 介殻 蟲 Atelceaaspis

9；
’eeni ［1］’tK ．tH ．は單食性で あ り， 唯 コ マ ル バ ク ス ノ キ 〔潅册 6‘撒 職 欄 ｝

’qtdeielat・te・Tib

に 生活 し，臺灣 の 南端地 方 に の み 薩 す る。然 る に Avlacas2）i・s 騨 ひ柵 f肋 θεKuw ．は

ク ス 科の 雜多の 樹木 et寄生 し，臺灣全 島 ．支那 及 び 日本 の 本土 に も分布す る 。

Pcei’celeerGebil・．on 甑 漉 ‘εT4K ．tH ．は ク 冬科 の 少數り植物 に の み生活 し、 臺灣の南部

に の み分布す るが 、
P ［el’aleeCbtb・iuon　ap．pt17｝stertn　G 齠 鄲 は多食性で ， 全島の

．低弛 ，琉

営 Abie 桝 ち 第 三 細 こ現 は av，　picea は 白蟠 耙 よ り 知 られ る
・
と 云 ふ ・

フ ウ ノ キ は 現 在・ 日

　 本 の 本 土 ecは 生 存 しな い が，そ の 化 石 は．上 部自堊 紀 ・
（口奉 の 本 土 ） よ

』
り知 ら才レj 臺灘 の

　 現 存の フ ウ ノ キ と 同一種 で あ る （．遠藤誠道 ltJ35）o
…
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ILk　i 昆 蠹 ・銘
一
ト ：

「
： 巻 第 匹1號

珠 ．印度等 に畷 く分布す る。此 の 如 き 例は ．他 の 昆蟲に 於 て も多數に擧げ る こ と

が 1【い1ミる。

　　叉 甚だ 多食性 の 難 顛 を含む屬 は．分布廣 く，一般之多數 の 種類 を含ん で 居

る・倒 へ ば ・介殼蟲 殉 ’κ ε呶 ム・
・
星晒 剛 ’鰍 P 嗣 溜 砿 伽 ・・’卿 ・甑 蠕蟲 」1幡 ．

3伽 ・・粉虱 ノ〃’・t・’tl・”・tSt’s・・吻 蹴 ・・．ア ザ ミ ウ 貿 7吻 ・謁 ’傭 ’劬 ，・、　Hcg！Jl・f励 ，S
一

等 は ， 共 に ILLだ 多食性 の 種 を含み ，鋤界 に 1疏く分 布 し甚だ 多二數の種 を含ん で居 る。

　　分布 の 廣 い 撫 よ 分布 の狹 い 種 よ りも，：種 と して
一般 に 老 齢 の もの で あ り

3く分布 の 廣 い 多數の 種を含む屬は 一 分布 の 狹 い 少數 の 種 を含む驍 よ りも， 屬と

し て
一

般 に 老 齢で あ るとす る龍は ，WL 「，1．【s （19・］2．），
1　，［Ex−BエCK （1927）等 に 支持

さ れ て 居る ．鼬 1広 飢 妨 麟 1が 多く．從 っ
＝c分布 の廣 い 菰 或は屬は識 草 の 限

定せ 鯛 レ 從 つ て 分布の 狹 い 種 ，或は 屬 よ りも，一般 に
， 古 い と考 へ な け れ ば な ら

な い 。此 事は，筆者の 「多食性は 、一
般 に 範 食性 よ り老 齢で あ る 」 とす る考 に 一

致 す る ．

　　昆蝨 力〜植物 の 花を 訪問 して ．花蜜 及び花粉 を食する食花性 fi．ntliophily に

も・］1］o 【1⊂ltr しb1，｝
’

と Polytl
・Opy と が 見 ら恥 る。そ の 起原 及 び 進化は 食草 性 とは別

に 考察す べ き．
こ とで あ り，從 つ て ，木文 に 於 て は ， 此 れ に論及 しなか つ た ［此問

題 に 離て は ．IROBEttrrSoN（1914 ），
．
r川

’
ETA

』、（1914） を參照 1α

R さsum6

　　 In　in・幡 P。lypli・tgy 　i3　g・L・erally 　m ・・e　Vi
’hTittive　phyl 。genetical1S　 t］、跏

rnc ・nc ）pha ＄“
‘
；　
’
a．nd 　many 　phyLopi ユag 【，us 　insects　were 　pres3ユ1nably 　polyphagous

aC 　もhざ　．馳eghMling 　oE　their　phytophngy ，　whiGh 　origin εしted．　frolll　o七1ier　fQod
ha “its　illdepelldently　in　x

’
a・rr｛）us 　groups ．

　　 IIany　of　monophngous 　or　olifgり phago直s　ilsectS　show 　a　dist．inct　tendency
，
tD
　
i皿 cre ｛しse　t・heir　food　planbs，　ch 耄  ngillg 　tG　polyphaga冫　and 　polyPhagy　MLISt

lir．−ve 。rigintttetl　sec ・ nda ・ily　hGmm ・・叩 1・・lgy ，

　　 コlan：
’
　b。1yP1卿 ・ s 。・ 。Hg 。Ph ・g。us ・隅 i… fThy ・an 。pte・t・，　He ・niptera

・ nd 　）n ・・e ・pee輔 ・ed ・rders 　 are 　 sepavatt ）d　into．m 。 n ・phft．　gous 　race ・，　and 加 m

su ．t・h　races 　mo 【lopllagous 　spec ｛es 　］11ust 　have　been　dolived　through 　isu1a鹹011

ancl ・ ・ut 如 ．… If　 thi・ n・・u ・．ripti。・ i・ cO ・・ec し，　 P ・1）rphaf．：y．
’

a ・cl　 n ・。・。Ph・…塾
・

　
≒ ｝SgD・・lx且 EL ・ ［E・・ （rgL）7）　＋：；分 布 め廣 さ帆 そ の 種 の 年 齢 を示 す と

＝

A
一
ふ 説 に 反 劃

・
し ， 生 態

　　的 要素 が ・分布 の 廣 さ を決定す る 1こ ，1 り
．
重 要 と し 福 c、・ 1．VllAT （19？3｝は ， 廣 く分布

　　す る 屬 は ， 必 ヂ し も古 い と は 限 らな い こ と を 論 じた o
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seetti te have  alternated  in the courtie  oE  eyolLition  in these lnseets.･

   }IonoplitLg'y is genera]ly in a  younge!' stage  of  foocl habit  tlt:Ln po]}iL,IL:Ls.y;
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]nove

 
restrictcct
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